
市長発言要旨 

 

【発表事項】 

① 令和８年度米沢市診療所開設支援補助金の交付決定について 

本市が令和６年度に創設いたしました「診療所開設支援補助金」について、このたび、令和８年６月

３０日付で新たに１件の交付を決定いたしました。令和 7 年度の「ほさか窪田クリニック」、「よねざわ

眼科」、「渡部眼科クリニック」に対する交付に続き、制度創設以来、計４件の事例が具体化することと

なります。 

今回対象となるのは、かみのやま耳鼻咽喉科クリニックの院長でいらっしゃる和氣貴祥（わきたかよ

し）氏です。 

和氣先生は現在、上山市で診療をされていますが、令和 8 年１１月に米沢市春日のイオン米沢店東側

に「よねざわ耳鼻咽喉科クリニック」を開院され、米沢市で診療されることとなりました。 

和氣先生は栃木県出身で、山形大学医学部に進学されました。その後は山形県内の病院で診療され、

公立置賜総合病院医長・医療情報部副部長を務められたのち、上山市で「かみのやま耳鼻咽喉科クリニ

ック」を開業され、医療法人社団桃杏会（とうきょうかい）の理事長でいらっしゃいます。この度の米

沢への開院は、桃杏会として 2 院目となります。 

公立置賜総合病院で勤務されたご経験から、置賜地域への地域貢献を強く希望されております。置賜

地域の中でも米沢市を開業の地に選んでいただきましたことに、大変感謝いたしますとともに、今後の

本市への地域医療へ貢献いただけることに大きく期待いたしているところです。 

補助金の額は、１，０００万円で、医療機器等の整備に活用される予定です。主たる診療科が本市と

しても開設を期待しておりました耳鼻咽喉科であります。 

現在、本市には、耳鼻咽喉科の開業医が 3 施設（酒井耳鼻咽喉科、中條医院、みみはなのどさいとう

クリニック）ありますが、医師の高齢化などで、将来的に診療体制が不足するおそれがあります。また、

小中学校での耳鼻科検診において検診医の確保に大変苦労している状況ですので、検診医不足解消につ

いての大きな役割も担っていただけるものと大変期待しているところです。 

また、ほかにも、現在補助金に関してのご相談いただいている先生がお二人いらっしゃいます。 

お一人目は小児科の入間田健（いりまだたけし）先生で、令和 8 年 11 月に米沢市中央の「小児科入

間田医院」を承継のご予定です。入間田先生は米沢市出身で、興譲館高校を卒業後、東京慈恵会医科大

学に進学され、昨年まで東京都立大塚病院で小児科医長を務められていました。これまでも「小児科入

間田医院」に応援の医師として診療に携わってこられましたが、今後承継あたっての準備をされている

ところです。本市は現在、小児科の開業医が 2 院のみですが、そのうちの 1 院が健先生のお父様が長年

地域を支えてこられた「小児科入間田医院」です。御子息である健先生が、今後も長きにわたり小児科

の診療を継続していただけることに大きな期待をしております。また、入間田先生は、小児科一般に加

え、アレルギーと感染症を専門にされており、地域のかかりつけ医として非常に心強い存在であります。 

お二人目は内科・循環器内科の小関啓太（こせきけいた）先生です。令和９年 1 月に米沢市大町の「こ

せき腎・泌尿器科こせき小児科」を承継のご予定です。興譲館高校を卒業後、群馬大学医学部に進学さ

れ、アメリカにも留学され、東京大学医学部付属病院などに務められていました。これまでも「こせき



腎・泌尿器科こせき小児科」に応援の医師として診療に携わってこられましたが、今後承継にあたって

の準備をされているところです。小関先生は総合内科専門医および循環器専門医の資格をお持ちで、総

合内科専門医とは全内科疾患の確定診断から治療まで手掛ける内科のスペシャリストです。また高齢化

が進む現代おいては、高血圧や心疾患の診療を行う循環器専門医も非常に大切な存在です。小関先生が

承継後は、同院の内科医として、泌尿器科医、小児科医であるご両親とともに、幅の広い診療体制を目

指しておられます。 

入間田先生、小関先生お二方ともに米沢市で育ち、先代の先生方のお姿を見て地域医療への思いを強

くお持ちで、故郷の米沢の医療に貢献されたいお気持ちから、米沢で診療されることを決意されたそう

です。 

本日ご紹介した 3 名とも本市が令和 7 年度より、県から「重点医師偏在対策支援区域」に選定された

ことを受けて、県の「診療所の承継・開業支援事業」による補助金の手続きをされていると聞いており

ます。本市の補助金とあわせ、地方における医師不足の解消に向け、市と県双方で連携して支援を行っ

ているところです。 

なお、診療所開設支援補助金については、米沢市医師会から多くの御支援、御助言をいただきました。

この場をお借りして、改めて感謝申し上げます。 

今回「よねざわ耳鼻咽喉科クリニック」への交付決定により、診療所開設支援制度は令和 6 年度の創

設時から数えると計４例目の実現となり、さらに増える見込みも出てまいりました。制度の内容や趣旨

が医師をはじめとする関係者の皆様に徐々に浸透し、成果に結びついてきているものと受け止めており、

今後さらに、地域医療を担う医師の皆さまに米沢での開業を決断頂くための後押しとなることを期待し

ております。本市としては、今後も本制度を通じて、将来にわたり市民の皆さまが安心して医療を受け

られる体制の確保に努めてまいります。 

 

② この夏、市営プールが変わります！ 

本日は、米沢総合公園市営プールの指定管理者による、新たな取組みについてご紹介させていただき

ます。 

これまで、当プール場内では自動販売機が設置されていないことから、利用者の方々より『プール内

で軽食や飲料を楽しみたい』というご要望をいただいておりました。 

こうした声を受け、この度、指定管理者の自主的な取組として、熱中症対策と利便性の向上を目的と

した『キッチンカーによる飲食販売』を実施することとなりましたので、ぜひ多くの市民の皆様に知っ

ていただきたいと考えております。 

出店期間は 7 月 20 日（月）から 8 月 23 日（日）までの約 1 か月間です。市内業者を中心に最大 3 店

舗が出店し、10 時から 18 時 30 分まで営業いたします。 

かき氷や冷たい飲料、ピザ、ハンバーガーといった、プールサイドで楽しめる多彩なメニューが提供

される予定です。この夏、皆様がプールでより快適に、充実した時間が過ごせる、魅力的な空間が創出

されるものと期待しております。 

さらに大型の浮き輪などの持ち込みが可能になります。これまでは直径１００ｃｍ以内としていた浮

き輪ですが、この制限を撤廃し、１００cm を超える浮き輪や、動物の形をした浮き輪も利用可能にな

ります。1 人用ウォーターハンモックも使用できます。しかし、オールで漕ぐボート類は使用できませ



んのでご注意ください。市営プールは、子ども用の水遊び用のプール、２５ⅿプール、５０ⅿプールと

３種類ありますが、子ども用及び２５ⅿプールは持ち込み可能、５０ⅿについては現在調整中です。 

狙いは利用者の利便性や満足度を上げること、また熱中症対策もございます。 

なお、衛生管理についても指定管理者が主体となって万全を期します。指定された飲食エリアの利用

徹底や手指消毒の呼びかけ、ゴミの飛散防止など、水質や環境に配慮した運営を行ってまいりますので、

安心してご利用いただけるものと考えております。 

学校の夏休みの期間とも重なりますので、ぜひご家族やご友人とお誘い合わせのうえ遊びに来てくだ

さい。 

 

 ③「米沢イノベーション・ミートアップ」開催のお知らせ 

本事業は、山形大学工学部や産業技術総合研究所の最新の研究シーズ・研究成果を中心に、地域の企

業や市民の皆様にわかりやすく紹介し、研究者と参加者が自由に意見交換を行う交流型セミナーです。 

山形大学工学部の研究者の方々と地域の企業や市民の皆様との接点を持つ機会は少ないのではない

か、もっと研究者の方とつながりを持つことで、新たなイノベーションが生まれるのではないか、と日

頃から感じておりました。 

本事業を通じて、市民の皆様が大学をはじめとする研究シーズ・研究成果から新たなビジネスチャン

スや地域課題の解決につながる気付きや知見を得ることで、この地域のイノベーション創出に向けた第

一歩となることを大いに期待しております。 

第1回目は、山形大学工学部 化学・バイオ工学科 遠藤昌敏先生による「ウイルス対策から廃棄物対

策」、機械システム工学科 古川英光先生による「やわらか3D/4Dプリント技術が開く未来の食ともの

づくり」です。7月30日に開催する予定ですので、ぜひこの機会に、多くの皆様からのご参加をお待ちし

ております。 

 

④「よねざわインターンシップWeek」開催のお知らせ 

８月２４日から２８日までの５日間に渡り、米沢市で有償型のインターンシップが開催されます。市

内企業の協力のもと、これから就職先を考える短大生・大学生の皆さんに実際に市内企業での就労体験

をしていただき、企業や仕事への理解を深めるとともに、自分の将来のキャリアについて考える貴重な

機会となっています。 

５日間という限られた期間ではありますが、同じ志をもつ仲間と一緒に参加・交流していただき、米

沢で働くことを選択肢の一つに加えていただければと思っております。インターンシップは夏休み中の

開催となりますので、市外で学ばれているお子様にも、ぜひ親御さんからご紹介いただければ幸いです。 

また、このインターンシップでは市内の企業だけでなく、行政コースとして米沢市も協力しておりま

す。行政職に興味のある方は、ぜひご参加いただき、米沢市職員の一員として地域社会に貢献する道を

考えていただければと思います。 

申込みの締め切りは今月２４日までとなっておりますので、ぜひ多くの皆様からのご応募をお待ちし

ております。 

 


